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1.長寿命化修繕計画の目的 

 

① 背景 

 上毛町が管理する大型カルバートは、２０２２年度現在で下唐原カルバート、尻高カル

バートの２施設が建設されています。 

 下唐原カルバートは１９９９年、尻高カルバートは１９８９年に建設され、現時点でそ

れぞれ建設後２３年、３３年を経過しています。 

 今後、高齢化を迎える大型カルバートに対して、従来の事後保全型（変状が大きくなっ

てから対策を行う）による維持管理を続けた場合、修繕・更新に要する費用が増大し対応

が困難になることが懸念されます。 

 

② 目的 

 このような背景から、より計画的な大型カルバートの維持管理を行い、限られた財源の

中で効率的に大型カルバートを維持していくための取り組みが不可欠となり、長期的な管

理コスト縮減を図るとともに、道路交通の安全性・信頼性を確保することを目的とします。 

 

③ 老朽化対策における基本方針 

 上毛町が管理する大型カルバート２施設に対し、将来的な財政負担の低減および道路交

通の安全性・信頼性確保のため、従来の「事後保全型」から、「予防保全型」への維持管理

に転換し、計画的且つ効率的な点検、修繕を行うことで、大型カルバートの延命化を図る

ために、今後１０年間（２０２２年１２月～２０３２年１２月）における修繕計画を策定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 位置図 

尻高カルバート 
下唐原カルバート 
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２．長寿命化修繕計画の対象大型カルバート 

 

長寿命化修繕計画の対象となる大型カルバートは表-1 のとおりです。 

表-1 対象大型カルバート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 下唐原カルバート          写真-2 尻高カルバート 

 

３．対象大型カルバートの状態 

 

２０１８年に「シェッド、大型カルバート等定期点検要領 平成２６年６月 国土交通省道路

局」に基づき、対象大型カルバートの点検を実施し健全性の診断を行った結果、何れも健全性

はⅠでした。 

                      表-2 健全性の判定一覧 

 

 

 

 

 

図-2 健全性分布状況 
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４．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

① 定期点検の徹底 

・定期点検は、日常的な維持管理を兼ね、５年に 1 回行います。 

・定期点検は原則として常に新しい指針を適用します。 

 

② 日常的なパトロール 

・日常的なパトロールを行い、異常箇所を早期に把握します。 

・大型カルバート内の土砂堆積や鳥の糞害などを発見した場合は、速やかに除去します。 

 

③ 点検履歴及び補修補強履歴の記録 

・定期点検で得られる変状等の情報は、劣化要因の推定や劣化進行の予測を行いつつ、

点検調書に記入し、記録として確実に残し、今後の修繕工事等のための基礎資料とし

て役立てます。 

・補修、補強、耐震などの修繕工事を行う際は、併せて近接目視による調査も行い、修繕

内容、修繕工法の選定方法及び工事内容等を確実に記録に残し、今後の維持管理のた

めの基礎資料として役立てます。 

 

④ 技術者（町職員）の育成 

・修繕、点検に関する「技術講習会」を定期的に行い、職員の技術力向上を図ります。 

・定期点検、パトロール、工事の設計、工事の管理を通じ、熟練技術者から若手技術者へ

技術の伝承を図ります。 
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５．対策の優先順位および対策の方針 

 

上毛町が管理する大型カルバートは２施設ですが、どちらの施設も最新の点検結果では

健全性がⅠであるため、対策の優先順位を設ける必要はありません。 

健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針に則り、大型カルバート２

施設について、５年に１回の定期点検結果に基づき、健全性がⅡになったタイミングで予

防保全による対策を講じていきます。 

 

表-3 健全性の判定一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．予防保全の考え方 

 

大型カルバートに発生するひび割れやうき・剥離といった変状は、長期間放置するとコ

ンクリート内部の鉄筋腐食が生じ、軽微な補修（予防保全）では対応できなくなります。

そのため、大規模な修繕（事後保全）が必要となり、維持管理費の高コスト化が懸念され

ます。 

予防保全による補修対策の実施時期を適切に設定し、計画的かつ予防保全的な維持管理

の徹底を図り、利用者の安全性と費用の縮減を目指します。 
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７．新技術等の活用方針 

 

積極的な予防保全の一環として、修繕や定期点検において、新技術の活用を効果的に行

い、費用の縮減や事業の効率化を図っていきます。 

また、安全施設のメンテナンス等、利用者にとって使い易く、かつ安全・安心に繋がる

方策に順次取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 新技術の一例（ひび割れ補修の新工法） 

  

従来技術：ひび割れ注入工法 新技術：e-ジェクター工法 

(NETIS 登録番号：KK-190024-A） 

【ひび割れ補修の新技術活用によるメリット】 

・費用の削減：ひびわれ補修において、従来のひび割れ注入工と比較して約 9％削減 

・工期の削減：ひびわれ補修において、従来のひび割れ注入工と比較して約 33％削減 

コンクリートひび割れ注入において低圧注入

を自動で行える注入器の製品技術 
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８．対象大型カルバートの長寿命化および修繕・更新に 

関る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

① 費用の縮減の方針 

大型カルバート長寿命化修繕計画に沿った計画的かつ予防保全的な維持管理を徹底する

ことにより、全体的な事業費の大規模化及び高コスト化を回避し、長期的なライフサイク

ルコスト（LCC）の縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 大型カルバート長寿命化修繕計画のコスト縮減イメージ 

 

  



 

 

7 

 

上 毛 町        

 

８．対象大型カルバートの長寿命化および修繕・更新に 

関る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

② 集約化・撤去等の方針 

上毛町が管理する大型カルバート２施設の集約化・撤去等に関して、それぞれ以下の方

針とします。 

 

◆下唐原カルバート 

下唐原カルバートの上部交通は東九州自動車道上毛スマート IC および国道１０号線と

国道２１２号線の接続道路としての役割を果たしています。 

施設の近隣に迂回路はありますが、集約化・撤去等を実施した際には、円滑な交通が妨

げられ、利用者に支障を与えることが懸念されます。 

また、下唐原カルバートの下部交通は、上毛町内における生活道路として機能しており、

集約化・撤去等を実施した際は、近隣の狭隘道路の整備や迂回ルートの新設など、多大な

費用を要することが懸念されます。 

このため、下唐原カルバートは橋梁やその他道路附属物等を含めて集約化・撤去等を目

指すものとします。 

 

 

図-5 下唐原カルバートの周辺状況 
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８．対象大型カルバートの長寿命化および修繕・更新に 

係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

◆尻高カルバート 

尻高カルバートは上毛町と京都郡みやこ町を結ぶ道路上の施設で、生活道路としての機

能に加え、国道 10 号線のバイパスとしての役割も果たしています。 

また、近隣の迂回路は一部区間が狭隘道路であることから、集約化・撤去等には、狭隘

道路の整備や迂回ルートの新設など、多大な費用を要することが懸念されます。 

このため、尻高カルバートは橋梁やその他道路附属物等を含めて集約化・撤去等を目指

すものとします。 

 

 

図-6 尻高カルバートの周辺状況 
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９．長寿命化修繕計画の流れ 

大型カルバート長寿命化修繕計画は、実際の変状の進行に合った適切な補修補強等の対

策を実施できるように、定期点検を実施した後は劣化予測線を見直し、実情に合った修繕

計画の更新を行っていきます。 

 

① Check（点検・診断） 

５年間隔のサイクルで定期点検を行い、変状箇所や変状内容を把握します。 

 

② Action（データの更新） 

大型カルバートの点検データは随時更新し、変状状況等の最新情報を把握します。 

 

③ Plan（大型カルバート修繕計画） 

定期点検結果を基に、大型カルバートの将来的な劣化予測を行い、今後の大型カルバー

ト修繕計画を策定します。 

 

④ Do（対策実施） 

策定した修繕計画を基に、補修や補強等の対策工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 大型カルバート長寿命化修繕計画の流れ 
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１０．健全性の評価と劣化予測 

 

① 健全性の評価 

定期点検結果より、健全性の判定を行い、対策時期の指標とします。 

健全性の判定は、Ⅰ～Ⅳの４段階で評価し、部材単位毎の健全性の診断結果を踏まえ、

最も健全性が低い評価を代表とします。 

 

表-4 健全性の判定一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 劣化予測 

定期点検結果より得られた評価結果を基に、大型カルバートの劣化予測を行い、補修時

期や更新時期を想定します。 

大型カルバートのコンクリート部材について、建設後１００年で対策区分がⅣに達する

と想定して劣化予測線を図-8、図-9 に表します。 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 下唐原カルバートの劣化予測線   図-9 尻高カルバートの劣化予測線 

 

  

高い 

低い 
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１１．長寿命化修繕計画による効果 

 

今後５０年間の維持管理費について、事後保全型の管理方法に対し、予防保全型の維持

管理では、約４５％の費用縮減が見込まれる結果となります。 

 

表-5 今後５０年の維持管理費 

 

 

 

 

図-10 コスト比較グラフ 

  

検討ケース
費用

（百万円）
縮減率

事後保全型 120 －

予防保全型 66 44.9%
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１２．対象大型カルバートの概ねの次回点検時期および対策内容・時期の設定 

 

① 今後１０年間（２０２２年１２月～２０３２年１２月）の点検・対策の時期 

 

上毛町が管理する大型カルバートの今後１０年間（２０２２年１２月～２０３２年１２

月）に行う点検および対策の時期は表-6 の通りです。 

 

表-6 今後１０年間の点検・対策の時期 

 

 

 

② 直近の修繕・維持管理費用の縮減効果 

 

最新（２０１８年度）の点検結果については健全性の判定区分Ⅰですが、劣化予測の想

定より健全性の判定区分Ⅱとなる段階での補修工事に対して、新技術・新工法の活用検討

を行った結果、活用を見込める新技術等が存在します。なお、新技術等を活用することに

よる効果として、約９％の費用縮減を目指します。 

主な対策内容は、ひび割れ、うき・剥離、漏水に対する補修対策となります。 

 

  

措置
内容

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

R7
（2025）

R8
（2026）

R9
（2027）

R10
（2028）

R11
（2029）

R12
（2030）

R13
（2031）

R14
（2032）

1 下唐原カルバート 27.3 2018 Ⅰ
監視
修繕

● 〇 ●

2 尻高カルバート 6.2 2018 Ⅰ
監視
修繕

● 〇 ●

対策の内容・時期
（●定期点検　〇補修工事　×更新工事）最新

点検
年次

番号 施設名
延長

（ｍ）
施設の
健全性
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１３．個別の構造物ごとの事項 

 

大型カルバート長寿命化修繕計画の対象施設（２施設）における個別事項は表-7 の通り

です。 

 

表-7 個別事項 

 

  

施設名称 下唐原カルバート 尻高カルバート

路線名 恒久橋・上丸尾線 土佐井・矢方線

設置年度 1999年度 1989年度

延長 27.3m 6.2m

幅員 8.5m 10.9m

所在地 大字下唐原1584-2地先 大字尻高1338-2地先

健全性の判定区分：Ⅰ
（2018年度点検結果）

健全性の判定区分：Ⅰ
（2018年度点検結果）

2023年度 2023年度

対策内容 ひび割れ、うき・剥離の修繕 うき・剥離、漏水の修繕

着手予定年度 2024年度 2024年度

概算事業費 2百万円 －

構造物の諸元

直近における点検結果

次回点検時期

対策の着手
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１４．学識経験者への意見聴取 

 

大型カルバート長寿命化修繕計画の策定に際しては、専門的知識を有する学識経験者へ

の意見聴取を実施しています。 

 

 意見聴取した学識経験者：九州工業大学工学部 

建設社会工学科 

合田 寛基 准教授 

 

 

写真-2 意見聴取会議状況 

 

 


